
 
 

 

次
第
締
め
切
り
ま
す
。 

【
日
時
】
７
月
26
日
（
火
） 

11
時
～
13
時 

【
内
容
】
カ
ラ
ー
軍
手
で
ウ
サ
ギ
の

ぬ
い
ぐ
る
み
を
作
り
ま
す
。 

【
材
料
代
】
200
円 

【
定
員
】
10
名
（
先
着
順
） 

【
教
え
て
く
れ
る
人
】
岩
崎
和
子
さ
ん 

【
申
込
み
】 

参
加
を
ご
希

望
の
方
は
当

日

11

時
に
公

民
館
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

定
員
に
な
り

岡山市立旭公民館 
〒700-0806 
岡山市北区 

広瀬町 3-26 
TEL/FAX 
（086）224-0515 

 

・
７
月
・
８
月
の
主
催
講
座
の
お
知
ら
せ 

・
公
民
館
っ
て
こ
ん
な
と
こ
ろ
② 

・
新
シ
リ
ー
ズ
「
こ
ん
に
ち
輪
（
わ
）
」 

 

▲白とﾋﾟﾝｸの軍手で作ります 
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【
日
時
】
８
月
１
日
（
月
） 

10
時
～
11
時
30
分 

【
対
象
】
幼
稚
園
～
大
人
ま
で 

【
受
講
料
】
無
料 

【
内
容
】
※
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す 

●
く
ま
の
が
っ
こ
う 

●
ま
ん
が
日
本
昔
ば
な
し 

●
ね
ぎ
ぼ
う
ず
の
あ
さ
た
ろ
う 

【
申
込
み
】
不
要
。
当
日
公

民
館
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

カ
フ
ェ
の
ご
案
内 

時
間
中
、
誰
で
も
い
つ
で
も
自
由

に
出
入
り
で
き
ま
す
。
コ
ー
ヒ
ー
一

杯
50
円
（
お
菓
子
付
）
。
お
茶
は
無
料
。 

 ８
月
以
降
の
ご
案
内 

・
８
月
は
休
み
。 

・
９
月
は
バ
ル
ー
ン

ア
ー
ト
の
予
定

で
す
。（
９
月

27
日
） 

４
月
の
お
手
玉
づ
く
り
。 

読
み
聞
か
せ
と
は
一
味

違
う
、
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ

ン
グ
（
語
り
）
で
楽
し
い

お
話
を
聞
き
ま
し
ょ
う
。 

【
日
時
】
８
月
４
日
（
木
） 

14
時
～
15
時
30
分 

【
対
象
】
小
学
校
低
学
年
ま
で 

【
受
講
料
】
無
料 

【
出
演
】
岡
山
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ

研
究
会
、
う
さ
ぎ
文
庫 

【
申
込
み
】
窓
口
・
電
話
で 

 

夏
休
み
フ
リ
ー
塾 

７
月
21
日
（
木
）
～
25
日
（
月
）

の
期
間
に
実
施
し
ま
す
。
詳
し
い

内
容
は
、
小
学
校
配
布
の
チ
ラ
シ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

★
中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！ 

小
学
生
の
活
動
を
手
伝
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
学
校
配
布
の
チ
ラ
シ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。 

No.８２（１）              旭公民館だより      ２０１１年（平成２３年）７月１日 

募集 『うちの茶の間（カフェ）』で趣味・特技をボランティアで披露してくださる方を募集しています。

「私も」と思われた方は、ぜひ公民館へご一報ください♪ 



 
 

 

２０１１年（平成２３年）７月１日      旭公民館だより              No.８２（２） 

職
員 

現
在
、
館
長
・
主

任
・
事
務
嘱
託
・

地

域

担

当

職

員
・
夜
間
事
務
職

員
の
計
５
人
の

職
員
が
い
ま
す
。 

●
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会 

弘
西
地
区
・
南
方
地
区
の
各
種
団

体
と
実
行
委
員
会
形
式
で
毎
年
10

月
に
実
施
し
て
い
ま
す
。 

  

前
号
、
今
号
の
２
回
に
渡
り
公
民

館
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、

少
し
で
も
皆
さ
ん
に
「
へ
ぇ
～
、
公

民
館
っ
て
こ
ん
な
と
こ
ろ
な
ん
だ
」

と
思
っ
て
い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う

か
？
い
つ
で
も
・
誰
で
も
・
気
軽
に

利
用
で
き
る
公
民
館
。
こ
ん
な
こ
と

し
て
み
た
い
・
で
き
る
か
な
？
と
思

わ
れ
た
ら
、
い
つ
で
も
職
員
に
声
を

か
け
て
く
だ
さ
い
ね
。 

前
号
で
、
日
本
の
公
民
館
の
歴
史
や
公
民
館
の
利
用
に
つ
い
て
紹
介
を 

し
ま
し
た
が
、
今
回
は
、
旭
公
民
館
の
歴
史
や
活
動
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。 

旭
公
民
館
の
歴
史 

旭
公
民
館
へ
初
め
て
来
ら
れ
た
方
は
、
市
内
の
他
の
公
民
館
と
異
な
る
外

観
、
中
の
造
り
に
「
う
わ
～
っ
」
と
驚
か
れ
ま
す
。
そ
し
て
帰
る
時
に
は
「
な

ん
だ
か
と
て
も
落
ち
着
き
ま
し
た
」
と
い
う
声
も
多
く
聞
か
れ
ま
す
。
そ
ん

な
不
思
議
な
魅
力
の
旭
公
民
館
の
歴
史
を
紐
解
く
と
・
・
・ 

 

旭
公
民
館
の
あ
る
場
所
は
、
元
々
陸
軍
第
17
師
団
長
の
官
舎
跡
で
す
。
大

正
14
年
（
一
九
二
五
）
に
歩
兵
第
10
連
隊
に
改
編
後
は
、
連
隊
長
官
舎
と
し

て
利
用
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
20
年
（
一
九
四
五
）
８
月
に
軍
隊
が
解
散
さ
れ
、

同
年
10
月
に
進
駐
軍
に
接
収
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
昭
和
35
年
（
一
九
六
〇
）
２
月
か
ら
平
成
９
年
（
一
九
九
七
）

６
月
ま
で
、
国
家
公
務
員
共
済
組
合
広
瀬
荘
と
し

て
利
用
さ
れ
ま
し
た
。 

旭
公
民
館
は
、
広
瀬
荘
を
改
修
し
て
平
成
９
年

11
月
29
日
に
開
館
し
ま
し
た
。
広
瀬
荘
の
名
残

は
各
部
屋
の
上
に
「
牡
丹
の
間
」
「
蘭
の
間
」
と

い
っ
た
表
示
な
ど
で
残
っ
て
い
ま
す
。
段
差
も
多

く
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
な
い
、
他
の
公
民
館
に
あ
る

料
理
や
工
芸
専
用
の
部
屋
が
な
い
な
ど
、
利
用
者

の
方
に
は
不
便
な
点
も
あ
り
ま
す
が
、
木
造
・
広

い
庭
・
畳
部
屋
が
多
い
と
い
っ
た
旭
公
民
館
な
ら

で
は
の
魅
力
も
い
っ
ぱ
い
で
す
。 

平
成
23
年
度
の
事
業 

●
主
催
講
座 

重
点
テ
ー
マ
「
子
育
て
・
青
少
年

の
健
全
育
成
」「
環
境
意
識
の
高
揚
」 

「
男
女
共
同
参
画
の
推
進
」
「
共
生

の
ま
ち
づ
く
り
」
「
健
康
づ
く
り
」

「
高
齢
者
の
学
習
促
進
」
「
安
全
・

安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
と
の
連

携
」
を
地
域
の
現
状
と
特
色
を
踏
ま

え
て
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。 

●
ク
ラ
ブ
講
座 

今
年
度
は
64
ク
ラ
ブ
講
座
が
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
見
学
は
随
時
受

付
中
。 

●
文
化
祭 

主
催
講
座
・
ク
ラ
ブ
講
座
等
が
１

年
の
学
習
成
果
を
地
域
に
発
表
。
今

年
度
は
11
月
12
日
（
土
）
13
日
（
日
） 

改修直前の広瀬荘と公民館開館式

の写真をロビー展示します。 

期間 

７月１日（金）～８月３０日（火） 

広瀬荘時代の写真をお持ちの方が

おられたら公民館までご一報を。 

旭
公
民
館
外
観 

【開館日】平日：午前９時３０分～午後９時  日曜日：午前９時３０分～午後５時 
【休館日】水曜日・祝日・年末年始（ただし、水曜日が祝日にあたる場合はその翌日も休館日となります。） 



 
 

 

 

日
本
・
ブ
ー
タ
ン
・
ト
ル
コ
・
ド
イ

ツ
の
と
あ
る
家
族
が
一
週
間
に
食
べ
る

食
材
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
の
中
に
す
べ

て
並
べ
た
写
真
が
あ
り
ま
す
。
野
菜
、

米
、
調
味
料
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
、

お
菓
子･

･
･

。
さ
て
、
こ
れ
ら
の
う
ち
、

使
っ
た
（
食
べ
た
）
後
に
ご
み
に
な
る

も
の
は
、
各
国
ど
ん
な
物
が
あ
る
で
し

ょ
う
？ 

 

講
座
で
は
、 

国
別
に
３
グ
ル 

ー
プ
に
分
か
れ 

て
す
べ
て
書
き 

出
し
て
み
ま
し 

た
！
日
本
は
紙 

に
書
き
切
れ
な
い
ほ
ど 

あ
る
上
に
、
ほ
と
ん
ど 

石
油
で
で
き
た
も
の
ば 

か
り
。
逆
に
他
の
国
の 

ご
み
は
両
手
で
数
え
ら
れ
る
く
ら
い
少 

な
か
っ
た
り
（
ブ
ー
タ
ン
）
、
多
く
て
も

ビ
ン
の
規
格
が
同
じ
で
リ
サ
イ
ク
ル
で

き
や
す
い
ご
み
で
し
た
（
ド
イ
ツ
）。 

 

日
本
の
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
も
、
少

な
く
し
た
い
！
ど
う
す
れ
ば
い
い
の

か
、
①
個
人
・
家
庭
で
で
き
る
こ
と
（
例:

リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
物
を

買
う
）
②
自
治
体
に
し
て
ほ
し
い
こ
と

（
例:

レ
ジ
袋
の
有
料
化
）
③
メ
ー
カ

ー
・
店
に
し
て
ほ
し
い
こ
と
（
例:

過
剰

包
装
を
や
め
る
）
④
国
に
し
て
ほ
し
い

こ
と
（
例:

リ
ユ
ー
ス
し
や
す
い
規
格
の

設
定
）
な
ど
を
み
ん
な
で
考
え
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
日
本
に
は
約
521
万
台
の
自
動

販
売
機
が
あ
り
、
こ
れ
は
24
人
に
一
台

の
計
算
に
な
る
そ
う
で
す
。
さ
ら
に
こ

の
う
ち
約
256
万
台
は
飲
料
自
販
機
な

の
で
、
冷
温
に
大
変
な
電
力
が
か
か
っ

て
い
ま
す
（
福
島
第
一
原
発
一
号
機
の

1.5
倍
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
も
）
。
便
利
で

快
適
で
あ
る
こ
と
だ
け
が
幸
せ
の
中
身

な
の
か
考
え
て
み
る
こ
と
が
、
持
続
可

能
な
く
ら
し
へ
の
第
一
歩
に
は
と
て
も 

大
事
で
す
ね
。 

 

今
年
は
例
年
に
な
く
早
い
梅
雨
入
り

と
な
り
ま
し
た
。
恵
の
雨
を
た
っ
ぷ
り

受
け
て
、
特
に
ト
マ
ト
は
ぐ
ん
ぐ
ん
成

長
し
て
い
ま
す
。 

 

講
座
生
の
み
な
さ
～
ん
！
〝
わ
が

子
″
の
成
長
を
時
々
見
に
来
て
く
だ
さ

い
よ
～
！
６
月
９
日
に
は
初
め
て
シ
シ

ト
ウ
が
一
つ
な
り
、
14
日
に
は
ミ
ニ
ト

マ
ト
が
一
つ
な
り
、
様
子
を
見
に
来
ら

れ
て
い
た
講
座
生
さ
ん
が
持
っ
て
帰
ら

れ
ま
し
た
。 

 

講
座
生
で
な
い
方
も
、
畑
は
ど
な
た

で
も
見
て
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
気
軽

に
職
員
に
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。（
た

だ
し
収
穫
は
講
座
生
し
か
で
き
ま
せ

ん
。
ご
了
承
下
さ
い
。） 

～
ち
ょ
っ
と
紹
介
～ 

 
こ
の
ご
ろ
の 

 
 

主
催
講
座
の
風
景 

▲ごみをすべて書き出す! 

＊ 

＊ 

＊ 

▲
み
ん
な
で
で
き
る
こ

と
考
え
ま
し
た
！
館
の

玄
関
に
掲
示
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
見
て
く

だ
さ
い
ね
♪ 

▲みんなで支柱立て。 

▲大きくなぁれ～！ ▲こっちの畦にはナスを♪ 

▲雨よけできました(6/4) ▲シシトウ初収穫！(6/9) 

 

５
月
か
ら
開
講
し
た
「
野
菜
・
草
花

の
コ
ン
テ
ナ
栽
培
」
の
講
座
生
約
20
人

が
、
公
民
館
の
中
庭
に
畑
を
作
っ
て
夏

野
菜
の
栽
培
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
！ 

 

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明
け
に
先
生

と
講
座
生
有
志
と
職
員
と
で
土
を
耕

し
、
５
月
21
日
の
講
座
初
回
で
は
、
講

座
生
み
ん
な
で
支
柱
を
立
て
た
り
ネ
ッ

ト
を
張
っ
た
り
し
ま
し
た
。
今
回
植
え

た
の
は
、
ト
マ
ト
・
キ
ュ
ウ
リ
・
ナ
ス
・

ピ
ー
マ
ン
・
シ
シ
ト
ウ
で
す
。
講
座
生

は
、
苗
の
植
え
方
や 

間
引
き
方
、
苗
と
支 

柱
の
結
び
方
（
誘
引
） 

な
ど
を
勉
強
し
ま
し 

た
。 

 

講
座
生
の
中
に
は
手
馴
れ
た
方
も
お

ら
れ
ま
す
が
、
畑
で
の
栽
培
は
初
め
て

と
い
う
方
も
。
「
脇
芽
が
出
て
き
た
ら
、

養
分
を
実
に
行
か
せ
る
た
め
に
間
引
き

を
」
と
か
「
苗
と
支
柱
を
結
ぶ
時
は
、

苗
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
紐
を
八
の
字

に
し
て
結
ぶ
よ
う
に
」
な
ど
の
先
生
か

ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
、
み
な
さ
ん
熱
心

に
聞
い
て
実
践
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

No.８２（３）             旭公民館だより      ２０１１年（平成２３年）７月１日 

【e-mail】asahikouminkan@city.okayama.jp 
【ホームページアドレス】http://kouminkan.city.okayama.jp/asahi 



 
 

 

 

弘
西
地
区 

友
の
会
『
歩
く
会
』 

【
８
月
・
９
月
】 

 

●
８
月
７
日
（
日
） 

［
行
先
］
京
橋
朝
市 

［
集
合
］
７
時
・
鶴
見
橋
西
詰
め 

 

●
９
月
３
日
（
土
） 

 

［
行
先
］
西
川
緑
道
公
園 

 

［
集
合
］
７
時
・
弓
之
町
公
園 

主
催
・
弘
西
地
区
栄
養
改
善
協
議
会
・
愛
育
委
員
会 

 

南
方
地
区 

毎
月
第
２
水
曜
日
午
前
８
時
30

分
か
ら
１
時
間
程
度
「
運
動
公
園
」

を
歩
き
ま
す
。
参
加
希
望
の
方
は
、

時
間
ま
で
に
南
方
北
公
園
集
合
（
雨

天
中
止
）
。
主
催
・
南
方
地
区
愛
育
委
員
会 

庭
の
タ
イ
サ
ン
ボ

ク
の
木
に
花
が
咲

き
ま
し
た
。
と
っ
て

も
い
い
に
お
い
が

し
ま
す
。
花
の
大
き

さ
は
人
の
顔
く
ら

い
あ
る
ん
で
す
よ
。

て
も
楽
し
く
、
ま
た
、
親
子
の
つ
な

が
り
を
感
じ
ら
れ
る
活
動
で
す
。

（
Ｂ
さ
ん
） 

○
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
や
っ
て
良

か
っ
た
こ
と 

わ
が
子
か
ら
少
し
手
が
離
れ
た

現
在
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
わ
ら
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
改
め
て
乳
幼

児
さ
ん
の
愛
ら
し
い
成
長
の
一
つ

一
つ
を
和
や
か
に
見
つ
め
る
気
分

が
味
わ
え
て
幸
せ
で
す
。（
Ｃ
さ
ん
） 

○
今
子
育
て
中
の
方
へ
一
言 

毎
日
の
子
ど
も
の
お
世
話
、
大
変

で
す
よ
ね
。
頑
張
り
過
ぎ
て
い
ま
せ

ん
か
？
一
人
で
考
え
込
ま
な
い
で
、

周
り
を
頼
っ
て
み
て
ね
。 

最
近
は
子
育
て
中
の
マ
マ
に
優

し
い
施
設
が
沢
山
あ
る
の
で
、
ど
ん

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
地
域
や
公

民
館
で
活
躍
す
る
人
を
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。
記
念
す
べ
き
第
１
回
目

は
、
公
民
館
を
活
動
拠
点
に
し
て
い

る
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
い
ち
ご
ク

ラ
ブ
」
の
み
な
さ
ん
で
す
。 

○
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を 

は
じ
め
た
き
っ
か
け 

「
託
児
の
人
手
が
足
り
ま
せ

ん
！
」
友
人
か
ら
の
突
然
の
電
話
で

私
の
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
ス
タ

ー
ト
。
公
民
館
の
託
児
付
講
座
に
は

昔
、
預
け
る
側
で
し
た
。
恩
返
し
の

つ
も
り
で
始
め
ま
し
た
が
、
託
児
の

時
間
が
滅
法
楽
し
い
の
で
す
。
２
時

間
余
り
幼
児
の
皆
さ
ん
と
過
ご
し

て
笑
顔
で
帰
る
母
子
を
見
送
る
と
、

自
分
も
ニ
コ
ニ
コ
顔
に
な
っ
て
い

ま
す
。
（
Ａ
さ
ん
） 

○
自
分
に
と
っ
て
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
と
は 

子
ど
も
と
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
そ

の
成
長
に
驚
か
さ
れ
た
り
な
ど
、
と

着
付
け
の
ク
ラ
ブ
講
座
『
繭
の
会

お
く
え
教
室
』
の
皆
さ
ん
が
、
８
月

６
日
の
「
お
か
や
ま
桃
太
郎
ま
つ
り

納
涼
花
火
大
会
」
の
日
に
、
浴
衣
の

着
付
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
ま
す
。 

【
日
時
】
８
月
６
日
（
土
）
16
時
～ 

【
場
所
】
旭
公
民
館 

【
費
用
】
無
料 

【
持
ち
物
】
浴
衣
一
式
（
浴
衣
、
帯
、

ぞ
う
り
、
タ
オ
ル
３
枚
、
腰
紐
３
本
、

浴
衣
用
下
着
、
コ
ウ
リ
ン
ベ
ル
ト
１

本
） 

【
申
込
み
】
事
前
申
込
み
が
必
要
。

代
表
の
宮
原
さ
ん
ま
で
電
話
で
申
込

み
を
（
電
話
／
２
２
２
―
４
７
６
９
）
。 

ど
ん
活
用
し

て
マ
マ
が
ゆ

と
り
を
持
つ

と
、
子
ど
も
も

幸
せ
に
な
る

と

思

う

か

ら
！
（
Ｄ
さ

ん
） 

 
定
例
会
は
い
つ
も
に

ぎ
や
か
で
笑
い
声
が

絶
え
ま
せ
ん 

２０１１年（平成２３年）７月１日       旭公民館だより              No.８２（４） 

次回の「旭公民館だより」は、９月１日発行です。 


